
東北地方ダム管理フォローアップ委員会規約

（名称）

第１条 本会は、「東北地方ダム管理フォローアップ委員会」（以下「委

員会」という。）と称する。

（設置者）

第２条 委員会は、東北地方整備局長が設置する。

（目的）

第３条 委員会は、「ダム等の管理に係るフォローアップ制度の実施に

ついて」（平成１４年７月２４日国河環第３２号国土交通省河川局

長通達）に基づきフォローアップ調査の内容及びその調査結果の分

析・評価について審議し、東北地方整備局長に対して意見を述べ、

ダム等の適切な管理に資するとともに、ダム等の管理の効率性及び

その実施過程の透明性の一層の向上を図ることを目的とする。

（委員会）

第４条 委員会の委員は、学識経験を有するもので構成され、東北地方

整備局長が委嘱する。

２ 委員の任期は原則として 2 年とし、再任を妨げないこととする。

３ 委員は、あらかじめ委員長に申し入れをしたうえで、退任をする

ことができる。

４ 委員会には委員長をおくこととし、委員長は委員間の互選によっ

てこれを定める。

５ 委員長は会務を総理する。

６ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が

その職務を代理する。



（モニタリング委員会）

第５条 東北地方整備局長は特定のダムに関するモニタリング調査計画

の作成又は変更及び調査結果の分析について意見を聴くためモニタ

リング委員会を設置することができる。

２ モニタリング委員会には、学識経験を有する特別委員をおくこと

ができ、東北地方整備局長が委嘱する。

３ 委員は、あらかじめ委員長に申し入れをしたうえで、退任をする

ことができる。

４ モニタリング委員会は、委員会の委員及び特別委員で構成され、

モニタリング委員と称する。

５ モニタリング委員会には、委員長を置くこととし、委員長はモニ

タリング委員間の互選によってこれを定める。

６ 委員長は、モニタリング委員会の事務を掌理する。

７ 委員長に事故があるときは、モニタリング委員のうちから委員長

があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

８ モニタリング委員会は、モニタリング調査結果の分析により今後、

フォローアップ委員会で審議すべき段階となった場合には、委員会

の判断により、モニタリング委員会を解散することができる。

９ モニタリング委員会の運営は、担当事務所が受け持つこととする。

（議事）

第６条 委員会及びモニタリング委員会は、それぞれの委員長が招集し、

委員長が議長を務める。

２ 委員会及びモニタリング委員会の会議は、それぞれの委員会に属

する委員及び特別委員の２分の１以上が出席しなければ開催するこ

とができない。

３ 委員会及びモニタリング委員会の議事運営については、それぞれ

の委員会に属する委員及び特別委員の意見を聞いて定める。

４ 委員会及びモニタリング委員会は、会議の終了の都度、その議事

内容の概要を公表する。



（委員会及びモニタリング委員会の意見）

第７条 委員会は、フォローアップ調査の内容及びその調査結果の分析

・評価について、委員の意見をとりまとめ、委員会の意見として述

べることとする。

２ モニタリング委員会は、モニタリング計画の策定及び調査計画の

内容及びモニタリング調査結果の分析について、モニタリング委員

会に属する委員及び特別委員の意見をとりまとめ、モニタリング委

員会の意見として述べることとする。

３ 委員会は、モニタリング委員会の意見をもって、当該ダムに係わ

るフォローアップ調査についての意見とすることができる。

（資料の提供）

第８条 東北地方整備局長は、委員会及びモニタリング委員会の審議に

際し、フォローアップ調査の内容及びその調査結果の分析・評価に

ついて説明を行い、委員会及びモニタリング委員会からの求めに応

じ、必要な資料を提供することとする。

（事務局）

第９条 委員会及びモニタリング委員会の事務局は、東北地方整備局河

川部に置く。

（雑則）

第１０条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項

は、委員長が委員会に諮って定める。

付則

（施行期日）

この規約は、平成 ８年 ６月１８日から施行する。

この規約は、平成１３年 ３月 ５日から施行する。

この規約は、平成１６年 ３月 ９日から施行する。

この規約は、平成２９年 ２年１４日から施行する。

この規約は、令和 ３年１１年 ５日から施行する。


